
三沢市歯の健康づくり推進委員会（会議録） 

 

・日 時  平成２７年３月１７日（火）１３：００～１４：００ 

・場 所  三沢市保健相談センター 予防接種室 

・出席者  小西史人 山木昭秀 中山宏祥 伊藤博次   

      林 利光 古田秀子 郡川 愛 

                               （敬称略） 

・事務局  健康福祉部  部  長 小泉富男 

      健康推進課  課長補佐 成田薫子 中居宏行 

             係  長 北向恭子 荷軽部育子 

             保 健 師 齋藤三千代 髙橋千里 内村憲司 

・概 要 

  市長挨拶（部長代読、省略） 

  議  事；平成２６年度歯科保健事業実施状況と平成２７年度の歯科保健事業計

画について報告後、意見交換を行った。 

 

  意見 

① 妊婦歯科健診は周産期の口腔状態を良好にするだけではなく、新生児期か

らの口腔ケアの必要性を伝える為に重要である。市でもやめていた両親学

級を復活させて、妊娠期からの口腔ケアの必要性を伝えているということ

なので、ぜひ継続した方が良い。 

② 1歳 6か月児健診での齲歯有病率は国、県平均と比べると高く、3歳児健診

では大幅に減少している。三沢市ではほかの市町村にはない 2 歳児歯科健

診があり、その健診があることで齲歯有病率の増加を食い止めることがで

き、2歳児歯科健診の成果が見られている。三沢市は積極的にフッ素塗布や

2歳児歯科健診を PR してきている。歯の健康は全身の健康づくりにもつな

がるため、今後も続けて勧めもらいたい。 

③ 40代、50代への歯周病検診が行われ、歯周病患者は糖尿病を患っている人

が罹りやすいと言う傾向にある。糖尿病の血糖コントロールが悪い人を歯

科医師と内科医が協力していくことで歯周病の改善にもつながるとおもわ

れる。今後、糖尿病がある人の情報を歯科医師と連携して対応していくこ

とを今後検討しても良いと思う。 

④ 高齢者になると、根元のむし歯が増加してくる。早い段階で齲歯を食い止

めることで国民健康保険の医療費削減にもつながる。地域の中で、住民に

口腔ケアの必要性を定着させるためには、住民、行政、医療の連携が必要

である。等 

情報提供 

・青森県口腔保健支援センターが平成 26年に開設され、県内の市町村での訪

問による歯科指導ができる。2か月前までに実施要綱に記入し申込する。 

・親と子の良い歯のコンクールは、今年度は三沢市から 12組推薦され、参加 

は 1 組。母のむし歯の無い状況だけではなく、父親も対象となるため今年

度は、父親でむし歯の無い方も是非参加してもらいたい。 

・閉会 


